












〔研究目的〕 

 小児の血清コレステロール値に地域差のあることは,いくつかの血清脂質調査の報告に

より確認されている。我々は,昭和 55年 1 月に静岡県東部の函南町において,町中と山間部

の小学生の血清脂質について比較検討を行なった。その結果,町中の小学生は,全学年を通

じて T-Ch の平均値が山間部の小学生より明らかに高く,また,T-Ch200mg/dl 以上の頻度も

有意に高いことより,この地区の T-Chの高い理由の1つとして高コレステロール血症が多

いということが考えられた。一方,山間部の小学生には,低コレステロール血症も少なく,

コレステロールに関して理想的状態であることがわかった。 

 今回,我々は,昭和 61 年 5 月に同一地区の小学校 4 年,5 年生を対象として血清脂質調査

を行ない,地域差が 6年後においても残存しているかどうかについて検討した。 


